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小さな子どものための

おさんぽ会

作・あきる野市環境委員会　森のようちえん部会

①日常のことは一時忘れてリ
ラックス。静かな心で出かけま
しょう。
②お散歩中、子どもが「やりたい」
気持ちを大切に、大らかに見守
りましょう。
③子どもの驚き、喜び、わくわ
く…に心を寄り添わせましょ
う。

センス・オブ・ワンダーの
心で楽しむ、おさんぽ

　　　モズの高鳴き
　モズは、この辺りで 1年中見ら
れる野鳥ですが、秋になるとなわ
ばりを主張するために、目立つ場
所に止まって「キチキチキチ」と
鋭い声で鳴くようになります。こ
れがモズの高鳴きです。残暑が厳
しい中でも、この声を聞くと秋の
訪れを感じます。

エンマコオロギ
　草むらの中からキリリリリ♪♪とい
う声が聞こえたら、声の主であるコオ
ロギを探してみましょう。えんま大王
のような怖い顔をしているそうです
が、本当かな？



第５４回おさんぽ会（瀬戸岡歴史環境保全地域）

★令和２年９月１３日（日）くもり

参加者：7組１9人

（環境委員会森のようちえん部会、あきる野市環境政策課）

☆参加者の感想（抜粋）

※ 今回は、所有者の方のご厚意で特別に栗拾いをさせていただきました。

子どもの様子は？ ・とてもイキイキ楽しそうにしていました。（女・２才）

・カマキリやコオロギに興奮気味で楽しんでいました。（男・３才、０才）

・最初は場所見知りしていましたが、少しずつ慣れて最後はお友達と楽しく過ごせました。

（女・２才）

・とても楽しんでいました。（女・１才）

保護者の方は？ ・新しい発見がたくさんあってとても楽しかったです。（女・２才）

・童心にかえって、沢山の虫をみれました。（男・３才）

・くりひろい、初めての体験で夢中になってしまいました。（男・３才、０才）

・とっても楽しかったです。（女・１才）

雑木林の

お散歩


